
令和６年度ヤングケアラー研修会 実施要領 

 

１ 目的 

  福祉・介護・医療・教育等の関係機関の職員や民生委員・児童委員などヤングケアラーに関わる支援者

を対象に，既存の支援ネットワークを活用した多機関・多職種連携によるヤングケアラー支援について研

修会を実施することにより，ヤングケアラーの早期発見や把握，支援に資することを目的とする。 

 

２ 日時 

  （１回目）令和６年 10 月 26 日（土）13:30～17:00 

  （２回目）令和６年 12 月 13 日（金）13:30～16:30 

 

３ 開催方法 

  １回目，２回目ともに集合研修 

 ※ ２回目に参加予定の方で，１回目は参加できない方のために，１回目の内容を期間限定で YouTube 配

信します。 

 

４ 開催場所 

  鹿児島県市町村自治会館 ４階大ホール （鹿児島市鴨池新町７－４） 

 ※ １回目，２回目ともに同じ会場で行います。 

  

５ 対象者 

 ・ 県及び市町村の担当部局職員（児童福祉，母子保健，母子父子寡婦福祉，介護・高齢者福祉，障害福

祉及び生活保護（生活困窮）等） 

・ 保健所の職員 

・ 児童相談所の職員 

 ・ 市町村子ども相談支援センターの職員（児童福祉司，児童心理司等） 

・ 児童福祉施設の職員 

・ 家庭相談員 

・ 社会福祉協議会 

・ 民生委員，主任児童委員，児童委員 

・ 地域包括支援センターの職員 

・ 基幹相談支援センターの職員 

・ 介護支援専門員（ケアマネジャー） 

・ 訪問介護員（ホームヘルパー） 

・ 相談支援専門員 

・ 医療機関（医師，保健師，助産師，看護師，医療ソーシャルワーカー等）の職員 

・ 教育委員会の職員 

・ 学校の職員，教員（養護教諭を含む） 

・ スクールソーシャルワーカー，スクールカウンセラー等の支援スタッフ 

・ 司法関係機関の職員（弁護士会，司法書士会，警察） 

・ フリースクール，子ども食堂等の子どもを対象とした支援を行う民間団体の職員 

・ 就労支援機関の職員（障害就労支援事業所，キャッチワークかごしま，新卒応援ハローワーク，地

域若者サポートステーション，障害者就業・生活支援センター） 

・ その他支援者団体等の職員  

・ 県内各大学に在籍している学生     等 

 

６ 申込方法 

⑴ 右のＱＲコードより，電子申請で申し込む。 

 

⑵ 添付の申込用紙に必要事項を記入し，ＦＡＸにて申し込む。 

 【申込先】一般社団法人鹿児島県精神保健福祉士協会 

     （ＦＡＸ）０９９－８３３－３１６８ 



 

７ 内容 

 ⑴ １回目（令和６年 10 月 26 日 13:30～17:00）   

項  目 
時間数 

（分） 
登 壇 者 

１ 開会 ３ 鹿児島県保健福祉部子ども政策局子ども福祉課長  

 

２ 県による行政説明 

「ヤングケアラー支援施策について」 

15 鹿児島県保健福祉部子ども政策局子ども福祉課 

３ 講演 

【演題】 

「こどもを主体としたヤングケアラー

支援と他機関・多職種連携について」 

【内容】 

○ヤングケアラーに関する基本事項（早

期に発見する着眼点等） 

○多機関・多職種が連携して行う支援に

ついて 

○既存のネットワークの活用について 

 

60 【講師】 

鹿児島国際大学 福祉社会学部 教授 高橋信行氏 

 

 

４ 休憩 10  

５ パネルディスカッション 

【テーマ】 

「学校で，地域で，鹿児島で，こどもと

おとなが一緒に取り組んでいきたい

こと」（仮） 

○多機関・多職種が連携して支援を行っ

た事例等を紹介（市町村が中心となっ

て支援を実施した事例） 

○支援がうまくいった例，いかなかった

例とその原因について 

○ヤングケアラーに気づいた際に行う

最初の支援で大切なこと 

○多機関連携を円滑に行うためのポイ

ント 

120 

 

【パネリスト】（６名） 

・鹿児島きょうだいの会 代表 西野 将太氏 

・姶良市子ども未来課子ども相談支援センター「あいぴあ」 

センター長 若松 一巳氏 

・奄美地区障がい者等基幹相談支援センターぴありんく奄美 

センター長 大津 敬氏 

・鹿児島市立中郡小学校 校長 日高 京美氏 

・かごしま子ども・若者総合相談センター 

 （ひきこもり地域支援センター） 

 ヤングケアラーコーティネーター 真鍋 亜紀氏 

 

【進行】 

・一般社団法人鹿児島県精神保健福祉士協会 

会長 鶴田 啓洋氏 

 

６ 閉会 ２  

 

 ⑵ ２回目（令和６年 12 月 13 日 13:30～16:30） 

・ 1回目の研修受講後の成果や課題についてのグループワーク 

・ 仮想事例検討・意見交換 等 

 

８ 主催 

  鹿児島県保健福祉部子ども政策局子ども福祉課 

（受託先）一般社団法人鹿児島県精神保健福祉士協会 

 

９ 問い合わせ先 

 ・鹿児島県庁保健福祉部子ども政策局子ども福祉課子ども支援係 担当：下里   

（電話）０９９－２８６－２８０９ （メール）k-shien@pref.kagoshima.lg.jp 

 

 ・一般社団法人鹿児島県精神保健福祉士協会 担当：藤原 

（電話）０７０－１９４５－７６０６ （メール）kago.ycpjteam@gmail.com 

mailto:k-shien@pref.kagoshima.lg.jp
mailto:kago.ycpjteam@gmail.com






令和６年度ヤングケアラー研修会 FAX 申込書 
 

【連絡事項】 

・本研修会は、第 1回、第 2回ともに原則集合研修となります。 

・お申込みはおひとりずつの申込をお願いいたします。（所属機関でまとめての申込はご遠慮ください） 

・本研修は理解を深めるため第 1回・第 2回のセットでの受講をお勧めしています。 

・都合により、第 1回研修会には参加できないが、第 2回研修会には参加するという方は、第 1回研修会の 

録画配信ご視聴の上で参加をお願いいたします。（録画配信は、第 1回研修会終了後メールにて案内） 

・第 2回研修会について、遠隔地等で現地参加が難しい方についてはご相談ください。 

第１回研修会について  開催日：令和 6年 10月 26日（土） 13:30～17:00 

□ 第 1回研修会参加する □ 第 1回研修会には参加できないが、第 2回研修会には参加する 

 

第２回研修会について  開催日：令和 6年 12月 13日（金）13:30～16:30 

□ 第 2回研修会（鹿児島県市町村 自治会館）に参加する     

□ 遠隔地または都合により、オンラインで参加         □ 参加しない 

 

第 1回研修会で質問したいこと 

 

 

個人情報の確認 

記載された個人情報については本研修会においてのみ使用し、一般社団法人鹿児島県精神保健

福祉士協会事務局において厳重に管理いたします。また、本人の同意なく第三者へ提供いたし

ません。個人情報の開示、変更、削除の求める方は、本人であることを確認させていただいた

うえで、速やかに対応します。 

□ 同意する    □ 同意しない 

 

ご記入ができましたら、下記の FAX番号に送信のほどよろしくお願いいたします。 

FAX:099-833-3168 
 

ご不明な点がございましたら下記の連絡先に問い合わせをお願いいたします。 

一般社団法人 鹿児島県精神保健福祉士協会 研修会専用 TEL 070-1945-7606   

【参加者氏名(フリガナ)】   

【メールアドレス】 【連絡先】（勤務先・個人） 

【所属機関名】  【職種】   
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【会場】

南駐車場は

有料となります。



県庁
行政庁舎

地階職員駐車場を御利用ください。
駐車場は１２時３０分から入庫できます。
また，１７時３０分までに出庫してください。

【第１回ヤングケアラー研修会】
　１３時３０分から１7時0０分

　北駐車場　入り口見取り図

１F　一般駐車場地階　職員駐車場

議会庁舎

１Ｆ一般駐車場は

有料となります。


